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最大震度 市町名

７ 洲本市、南あわじ市

６強

神戸市、尼崎市、伊丹市、姫路市

明石市、高砂市、たつの市、淡路市

加古川市、播磨町

６弱

西宮市、芦屋市、相生市、赤穂市

宝塚市、三木市、川西市、小野市

加西市、加東市、稲美町、太子町

 兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6）

 洲本市・南あわじ市で震度７

 瀬戸内海沿岸（神戸・尼崎等）で震度６強、内陸部（小野・加西等）でも震度６弱を想定

左記24市町は
南海トラフ地震防
災対策推進地域

に指定

 推進地域（全国707市町村）
○震度６弱以上の地域
○津波高３m以上で海岸堤防が低い地域 等

 特別強化地域（全国139市町村：南あわじ市、洲本市を含む）
○津波により30cm以上の浸水が地震発生から30分以内に生じる地域
○特別強化地域の市町村に挟まれた沿岸市町村 等

南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 震度分布図
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

 津波想定地震の震源域・規模は、内閣府モデル検討会で提案されたレベル2津波とし、県沿岸15
市町に影響力が最大となる津波断層モデルを採用

 堤防は越流時破堤、沈下を考慮、満潮時の津波高を算出、門扉は開放（常時・自動閉鎖を除く）

◆ 浸水想定の前提条件
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 市町別津波水位と到達時間等

最高津波水位（ｍ） 最短到達時間（分） 浸水面積
（ha）県想定 国想定 県想定 国想定

神 戸 地 域 神 戸 市 3.9 4 83 83 1,586

播 磨 地 域

明 石 市 2.0 3 115 109 24

播 磨 町 2.2 3 110 109 3

加 古 川 市 2.2 3 113 111 17

高 砂 市 2.3 3 117 116 86

姫 路 市 2.5 3 120 119 276

た つ の 市 2.3 2 120 － 259

相 生 市 2.8 3 120 128 84

赤 穂 市 2.8 3 120 126 489

阪 神 地 域

尼 崎 市 4.0 5 117 113 981

西 宮 市 3.7 5 112 111 911

芦 屋 市 3.7 5 111 111 79

淡 路 地 域

洲 本 市 5.3 6 45 44 215

南あわじ市 8.1 9 44 39 964

淡 路 市 3.1 4 65 65 167

 南あわじ市は第１波が最短44分（１m）で到達、最高津波水位は8.1m

 神戸・尼崎・西宮は市街地が浸水（特に尼崎市・西宮市はゼロメートル地帯で排水に時間を要する）
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 津波浸水想定 (①神戸地域)

 国の想定を踏まえ、県の浸水シミュレーションを行い、津波浸水想定区域を公表

（阪神・淡路地域：Ｈ25.12公表、神戸・播磨地域：Ｈ26.2公表）

①神戸地域

①
②

③

④
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 津波浸水想定 (②阪神地域)
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 津波浸水想定 （南あわじ市 ③福良地区 ④阿万地区）

③南あわじ市福良地区 ④南あわじ市阿万地区
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南海トラフ地震による兵庫県への影響予測 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 液状化分布図

 南海トラフ地震の被害想定計算時に参考情報として算出

 県内で約1,000棟が全壊（PL値が高く、建物棟数も多い尼崎市及び西宮市での全壊被害が特
に大きく、2市だけで県内被害の約40％）

液状化危険度

全半壊棟数

PL値：地盤の液状化の激しさの程度を表す指数

 兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6） 9



想定される県内の被害 兵庫県
Hyogo prefecture

5,000人以上

1,000人～5,000人

500人～1,000人

100人～500人

10人～100人

1人～10人

0人

篠山市
    0人

豊岡市
   0人

丹波市
    0人

多可町
  0人

宍粟
市
    0人

小野市
　 5人

西脇市
   0人

0人

加西市
　1人

朝来市
    0人

養父市
    0人

佐用町
    0人

新温泉町
     0人

姫路市
404人

市川町
   0人

上郡町
    0人

赤穂市
  478人

神戸市
9,344 人

三木市
　 1人

三田市
    0人

神河町
     0人

香美町

加東市
   2人

加古川市

　　144人

猪名川町
　　0人

宝塚市
　　1人

西宮市
　6,974人

川西市
　11人

伊丹市
　12人

尼崎市
　8,343人

芦屋市
　142人

明石市
 125人 淡路市

　240人

洲本市
　785人

南あわじ市
　1,473人

播磨町
　10人

稲美町
　10人

高砂市
　132人

福崎町
  0人

たつの市
　195人

相生市
  264人

太子町
  1人

 

 県内死者は約2.9万人（夏昼間12時発災、避難率70％）、うち約85％が神戸・尼崎・西宮

 全壊約3.7万戸・半壊約17.7万戸（同）、うち約50％が南あわじ・洲本

人的被害

5,000棟以上

1,000棟～5,000棟

500棟～1,000棟

100棟～500棟

10棟～100棟

1棟～10棟

0棟

篠山市
    1棟

豊岡市
   14棟

丹波市
   3棟

宍粟市
  1棟

小野市
 87棟

  0棟

朝来市
   0棟

養父市
    0棟

佐用町
   0棟

新温泉町
    0棟

姫路市
　2,014 棟

上郡町
   0棟

赤穂市
400 棟

神戸市
2,716棟

三木市
　 44棟

三田市
　　1棟

神河町
　　０棟

香美町

洲本市
　6,651棟

南あわじ市
  11,255棟

淡路市
1,964
棟

多可町
  3棟

猪名川町
 　　3棟

川西市
　321棟

伊丹市
　313棟

尼崎市
 2,180棟

芦屋市
  51棟

西宮市
　732棟

明石市
　2,082棟

播磨町
　336棟

稲美町
229棟

高砂市
1,376棟

加東市
  20棟

加西市
 　39棟

西脇市
 　12棟

市川町
  4棟

福崎町
  3棟

宝塚市
 　63棟

たつの市
　482棟

太子町
  29棟

加古川市

 3,271棟

相生市
  84棟

建物被害（全壊）（海水浴客を含まず）

人的被害の
約96％は
津波による

建物被害の
約87％は
揺れによる

◆ 人的被害・建物被害の想定

10 兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6）



帰宅困難者数
避難所
生活者数

仮設住宅数 被害額

南海トラフ巨大地震・
津波被害想定

約59万人 約17万人 約36,100戸 約5.6兆円

阪神・淡路大震災 － 316,678人 48,300戸 9.9兆円

死者・行方不明者数 負傷者数 全壊家屋数

南海トラフ巨大地震・
津波被害想定

約29,100人 約36,690人 約38,500棟

阪神・淡路大震災 6,437人 43,792人 104,906棟

 大都市直下型の阪神・淡路に対して広範囲（24市町が南海トラフ地震防災対策推進地域）

 津波による人的被害が膨大、多数の帰宅困難者（昼間発災時）、沿岸工業地帯で津波火災

想定される県内の被害 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 阪神・淡路大震災との比較

11 兵庫県南海トラフ巨大地震・津波被害想定（H26.6）



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 津波防災インフラ整備計画

 南海トラフ地震による最大クラスの津波に備えるため、防潮堤等の沈下対策や防潮水門の整備な
ど緊急かつ重要な津波対策を計画的に推進

 計画期間 H26～R5年度

 概算事業費 約640億円

レベル１（L１）津波対策（発生頻度が高い津波への対応） M8.4（安政南海地震並み）
→津波の越流を防ぐ(淡路島南部地域を除く)
ア） 津波防御対策…防潮堤等の整備、老朽化対策、陸閘等の自動化 等
イ） 避難支援対策…避難誘導スピーカーの整備、道路法面等への階段設置 等

レベル２（L２）津波対策（最大クラスの津波への対応） M9.0ｸﾗｽ（最大クラスの地震）
→津波の浸水被害を軽減する
ウ） 既存施設強化対策…防潮堤等の越流対策・引波対策

(基礎部の洗掘対策)

防潮堤等の沈下対策、防潮水門の耐震対策 等
エ） 津波被害軽減対策…防潮水門の下流への移設 等

津波対策の基本的な考え方と施策体系

津波対策による浸水縮減効果（L2）

⚫ 堤内地(防潮堤より内陸側)の浸水面積を約８割縮減
⚫ 残る区域についても、人家部の浸水深を避難行動がとれる30cm未満に低減(淡路島南部地域を除く)
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：防潮堤
 L1津波に対して高さが不足し、浸水する箇所は、防潮堤、河川堤防等を整備

 健全性を保持し、施設の耐震性能や耐津波強度を維持するため、老朽化対策を実施

施工前 施工後

福良港

阿万港

阿万港

福良港

施工前 施工後 13



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：水門

 河口に水門を新設することで、河川への津波遡上を防止

本庄川水門

陀仏川樋門

施工前 施工中

八家川水門

施工後 施工後

本庄川水門

八家川水門

陀仏川樋門
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：湾口防波堤（福良港）
 津波高を湾の入り口で低減させる湾口防波堤（①防波堤、②開口、③水門）を整備

整備 ・Ｌ１津波水位が他地域に比べて著しく高い。
理由 ・背後地の土地利用等から防潮堤の嵩上げによる対策が現実的ではない。

 港湾関係者との協議・調整により、施設配置や構造を決定

① 防波堤 ③ 開 口(航路)② 水 門

○新設

･津波の波力を抑えるため、新し
く防波堤を設置
･引き波に対し、粘り強い構造

○既設改良

･津波の波力を抑えるため、既に
設置されている防波堤を嵩上げ
･基礎部は粘り強い構造
･高さ： T.P.+2.80m→T.P.+5.90m

○メイン航路

･大型船舶の航行や多くの造船所が
あるため、開口部を設置

○煙島航路

･漁船の出航に利用される、漁船専
用の航路

○煙島水門(漁船専用航行用の水門)

･大型漁船が航行できるよう、浮
上式フラップゲートを採用

○洲崎水門、既存防波堤水門

･防波堤整備後も水質環境を守る
ための通水用水門
･船舶の航行がないため上下に開
閉するローラゲートを採用

湾口防波堤 施設位置図

③煙島航路 幅20m ②煙島水門 幅25m ②洲崎水門 幅10m

③メイン航路 幅60m

②既存防波堤水門 幅10m
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

J-アラート感知から1～2分で自動閉鎖

平常時 閉鎖完了

津波

■ 水門閉鎖のイメージ

港外側

港内側

港外側

港内側

○煙島水門の概要

 大型漁船でも航行できるよう、浮上式フラップゲートを採用

津波
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

○煙島水門の概要 ～構造詳細～
操作室
【浮上動作等に必要な機器を配置】

扉体（２分割）
【津波時に浮上】

テンションロッド
【扉体と函体を連結】

函体
【扉体の荷重を基礎に伝達】
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

○煙島水門の概要 ～構造詳細～

扉体格納スペース

係留フック
(倒伏状態を保持)

軸受
起立角度：90°

給気口

待機状態（平常時） 起立状態（閉鎖完了時）

空気室
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

○煙島水門の概要（①待機状態→②浮上動作→③倒伏動作→①待機状態）

①待機状態

②浮上動作

①待機状態

空気室の浮力で浮き上がろうとするのを、

係留フックで留めている状態

②浮上動作

係留フックが回転することで留めが外れ、

空気室の浮力で自動的に起立

※ある程度起立すれば、津波の力で自動的に起立

19



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

○煙島水門の概要（ ①待機状態→②浮上動作→③倒伏動作→①待機状態）

③倒伏動作

排気バルブから空気

を抜くことで、 扉体重

量により自動的に倒伏

①待機状態

鋼重で自動的にフッ

クが掛かり、給気に

より待機状態へ復帰

【水中作業は不要】

鋼重でフックを押し下げる

カウンターウェイトにより

自動的にフックが掛かる

給気

吐出管※ 吐出空気

空気室

※吐出空気が給気口へ入るよう、吐出管の位置を設定

吐出管から直上の給
気口へ向けて空気を
吐出、空気室に充填

給気装置よりエア供給

給気口
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：湾口防波堤（福良港）
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：閉鎖施設の自動化・遠隔化・電動化

 津波発生時に陸閘等を迅速・確実に閉鎖するため、施設の自動化・遠隔化・電動化を実施

 自動化施設は、Jアラートにより津波警報・大津波警報を受信すると自動的に閉鎖

内 容 適用の考え方 実施箇所 数 量

自動化
（津波警報発令で自動閉鎖）

・津波到達時間が短い箇所
・甚大な浸水被害が想定される箇所
・施設が多数存在する箇所

福良港、阿万港、丸山漁港
沼島漁港（南あわじ市）

陸閘等
６１基

遠隔操作化
（事務所等で一括閉鎖）

・甚大な浸水被害が想定される箇所
・施設が多数存在する箇所

尼崎西宮芦屋港
（尼崎市、西宮市）

陸閘等
20基

電動化
（現地操作盤で閉鎖）

・手動操作で3人以上を要する施設
・手動閉鎖に10分以上を要する施設

東播磨港（高砂市、加古川市、
明石市）、坂越港（赤穂市）

陸閘等
21基

遠隔操作化

西宮32陸閘

自動化 電動化

南3-13樋門 伊保9陸閘
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ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L１対策：閉鎖施設の遠隔化の実施例

 スピーカー音声にて避難を呼びかけ

 カメラで堤外地に取り残された人がいないか目視確認しながら管理事務所から遠隔操作

遠隔操作化自動化

南3-13樋門

自家発電装置：停電
時、陸閘開閉用モー
ターや機側操作盤
に電源を供給する。

カメラ

情
報
表
示
板

投光器

スピーカー

情報提供装置：陸閘を遠隔操作する際、
陸閘付近の状況をカメラで確認し、津波
情報等の発令状況を情報表示板で表示
したり、音声（スピーカー）にて情報を提
供する装置。夜間に周囲を明るくする投
光器も併設。

緊急時インタ
ーホン：逃げ
遅れた時に基
地局と通話が
可能

挟まれ防止センサー：
陸閘閉鎖時にセンサー
に触れると閉鎖動作が
一旦停止する。その後、
閉鎖を再開する。

【遠隔化】
尼崎14陸閘

23



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L２対策：防潮堤の沈下対策

 地震動に起因する基礎地盤の液状化による沈下が著しい場合、津波越流時に「越流対策・引波対
策」が十分に機能せず、破堤に至るおそれがある

 L2津波による越流の想定区間のうち、沈下が著しい箇所では沈下対策を実施

沈下量の計算手法

①チャート式耐震診断システム（簡易検討）
検討を行いたい個別施設の条件を過去の実績のデータベ
ースと照合させることで、簡易な耐震化検討が可能

②FLIP解析（詳細検討）
地盤の液状化による過剰間隙水圧上昇に伴う有効応力
の減少や、地盤と構造物との動的相互作用を考慮出来る
ため、地震後の残留変形量や構造物に生じる被害等を、
精度良く評価する事が可能

要対策箇所の選定の考え方

•県独自の津波浸水シミュレーションで、最大クラスの津波
が越流する区間のうち、液状化による防潮堤等の沈下量
が簡易検討で概ね1m以上の箇所を抽出し詳細検討を
行い、沈下等により防潮堤の機能が維持できない恐れが
ある箇所

•沈下量が1m未満であっても、浸水深が人家連担部で広
範囲にわたり30cm以上になり、避難活動への影響が大
きい箇所

24

沈下対策の検討フロー START

①「簡易検討」による沈下量算定

簡易検討による沈下量を考慮した「浸水シミュレーション」を実施

L2津波が越流する対策無し
No

Yes

簡易検討による沈下
量が概ね1m以上

②詳細検討による変形予測

対策の必要性検討
・沈下量1m以上
・水平変位1.5m以上 等

No

Yes

沈下対策工法・事業費の検討

END

越流対策の検討

No

個票の作成



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L２対策：防潮堤の沈下対策工法

地盤改良の主な工法

①薬液注入工法
主に砂や礫など間隙が比較的大きい地質に適しており、水ガラス等の
薬液を注入することで間隙をなくし、粒子同士を結合させることで地
盤強度を増加させる方法

②高圧噴射撹拌工法
ヘドロ以外のほとんどの地質に対応でき、セメントミルク等の固化剤を
高圧で噴射し、土と混合撹拌して円柱状の改良体を造成することで地
盤強度を増加させる方法

①薬液注入工法

尼崎市鶴町 西宮市鳴尾

地盤改良

液状化層

非液状化層

西宮市鳴尾

②高圧噴射撹拌工法 25



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ L２対策：「粘り強い」対策

 L2津波が越流する区間の防潮堤等について、ねばり強く耐え、施設の機能が発揮できるようにで
きるだけ壊れにくい構造に補強

 津波浸水シミュレーションで津波が防潮堤等を越流する50.2kmに対し、10.3kmで対策を実施

水叩き補強（洲本港）越流対策・引波対策

外 力 考え方 補強方法
①津波波力 越流箇所の防潮堤損壊を防止 防潮堤補強
②越流時の洗掘（陸側） 越流箇所の陸側の洗掘を防止 水叩き補強
③引波時の洗掘（海側） 越流箇所の海側の洗掘を防止 基礎部補強

50cm

26



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（福良港 南あわじ市）

①湾口防波堤の整備

②防潮堤の越流対策・引波対策

（基礎部の洗掘対策） 3.3㎞（2.7㎞完）

③防潮堤未整備区間の整備 0.9㎞（0.4㎞完）

④陸閘・水門の閉鎖操作の自動化 45基（36基完）

A Ｌ１津波水位を2.5ｍ低減（T.P.+5.3m→T.P.+2.8m）
B 人家部の浸水深を概ね１ｍ未満に低減
（木造家屋の全壊がほとんど生じない）

被災前の写真

①湾口防波堤 

②越流・引波対策 3.7km

③防潮堤未整備区間 0.8km

　防潮堤（防潮ライン） 3.1km

　 津波防災ステーション

　　（         防波堤 1.1km        水門 1基）

凡　　　例

T.P.+5.9ｍ

3

3.3km

0.9km

対策内容

湾口防波堤の効果

R４.10時点

 湾口防波堤の整備目的：津波高を湾の入口で低減

A B

27

1 1 1
27 7 1 35
9 1 0 10

④

整備状況 陸閘 樋門 水門 合計
3

45

陸閘等の自動化　完（～H25.2）
陸閘等の自動化　完（H25.3～R4.10）
陸閘等の自動化　未（R4.11～）



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（福良港 南あわじ市）

L1津波時の整備効果

（L1津波）

⚫ 堤内地の浸水面積を約６割縮減

（95ha⇒32ha）

⚫ 人家部の浸水深を概ね1m未満に低減

⚫ 木造家屋の全壊がほとんど生じない

（L２津波）

⚫ 堤内地の浸水面積を約３割縮減

（119ha⇒77ha）

対策の効果

L2津波時の整備効果

対策前 対策後

対策前 対策後

パンフレット 28



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（阿万港 南あわじ市）

 

 

 
塩屋川

本庄川

②防潮堤の整備

①本庄川水門の整備

③ ● 陸閘の新設・自動化

既
設

防
潮

堤
高

T.P.+6.5m

既
設

防
潮

堤
高

T.P.+5.0m

④防潮堤の越流対策

レ
ベ

ル
１津

波
水

位
　T.P. + 5.8m

レ
ベ

ル
２津

波
水

位
　T.P. + 5.9m

①本庄川水門の整備

②防潮堤の整備 0.7km

③陸閘の新設・自動化 3基

④防潮堤の越流対策 1.1km

　防潮堤（防潮ライン）

凡　　　例

 

 

 L１津波を防潮堤・水門で防ぎ、L２津波の浸水被害を軽減

①本庄川水門の整備

②防潮堤の整備

③陸閘の新設（自動化）

④防潮堤の越流対策

対策内容

⚫ 堤内地の浸水面積を約４割縮減

（L２津波：194ha⇒113ha）

⚫ 人家部の浸水深を概ね1m未満に低減（L2）

⚫ 木造家屋の全壊がほとんど生じない（L2）

対策の効果

対策前 対策後

29

L2津波時の整備効果

整備中の本庄川水門



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（洲本地区 洲本市）

 L１津波を防潮堤・樋門で防ぎ、L２津波は防潮堤・樋門の対策により浸水被害を軽減

①陀仏川樋門の整備

②防潮堤の整備（越流対策、沈下対策含む）

③防潮堤の越流対策

④防潮堤の沈下対策

対策内容

⚫ 堤内地の浸水面積を約9割縮減

（L２津波：100ha⇒11ha）

⚫ 人家部の浸水深を0.3m未満に低減（L2）

対策の効果

対策前 対策後

30
L2津波時の整備効果



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（尼崎西宮芦屋港 尼崎地区 尼崎市）

 L２津波による浸水被害を軽減

①防潮堤の沈下対策（液状化対策）

②防潮堤等の越流対策

③陸閘等の改良（遠隔操作化）

④避難誘導スピーカーの整備

対策内容

⚫ 堤内地の浸水面積を約9割縮減

（L２津波：869ha⇒53ha）

⚫ 人家部の浸水を解消

対策の効果

対策前 対策後

31
L2津波時の整備効果



ハード対策（津波対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 主な重点整備地区（尼崎西宮芦屋港 今津地区 西宮市）
 L2津波による浸水被害を軽減

①防潮水門の下流への移設

（洗戎川水門H27完、新川水門）

②防潮堤の越流対策（基礎部の洗掘対策）

③防潮堤の沈下対策（液状化対策）

④陸閘の改良（遠隔操作化）

対策内容

⚫ 堤内地の浸水面積を約9割縮減

（L２津波：419ha⇒37ha）

⚫ 人家部の浸水深を0.3m未満に低減

対策の効果

対策前 対策後

32L2津波時の整備効果 整備中の新川水門



ハード対策（地震対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 公共土木施設の耐震化

○橋梁の耐震補強（L1、L2地震動対応）

橋脚補強（姫路市）

 「ひょうご道路防災推進１０箇年計画（R1～R10）」に基づき、緊急輸送道路の橋梁や被災した場
合に社会的影響が大きい橋梁について、落橋防止装置や橋脚補強などの対策を推進

 交通量1万台/日以上、橋長100ｍ以上等を対象

落橋防止装置（姫路市）

阿保橋

33

内 容 設計時期 計画箇所数 完了時期

① 被災した場合に社会的影響が大きい橋梁 ～S55
（落橋・倒壊の恐れ）

37橋
前期

（R1～R5）

86橋②
地震発生確率が高い地域における
緊急輸送道路の橋梁

S55～H8
（段差が生じる恐れ）

49橋

130橋

③
広域的な輸送機能を担う緊急輸送道路の
橋梁

81橋
後期

（R6～R10）

81橋

計 167橋

設計地震動 耐震性能（A種の橋※１） 耐震性能（B種の橋※２）

レベル１地震動
（しばしば発生する地震動）

橋としての荷重を支持する能力が損なわれていない状態

レベル２地震動
（最大級地震動）

－

部分的に荷重を支持する能力の低下
が生じているが、橋としてあらかじめ
想定する荷重を支持する能力の範囲
内である状態

※１：B種以外の橋
※２：高速自動車国道、都市高速道路、本州四国連絡道路、一般国道の橋

都道府県道、市町道のうち、複断面、跨線橋、跨道橋及び地域の防災計画上の位置付けや当該道路の利用状況等から特に重要な橋

設計地震動と目標とする橋の耐震性能

ひょうご道路防災推進１０箇年計画（概算事業費［橋梁］：337億円）

阿保橋

（平成29年道路橋示方書参照）



ハード対策（地震対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 公共土木施設の耐震化

○道路法面の防災対策

 「ひょうご道路防災推進１０箇年計画（R1～R10）」に基づき、緊急輸送道路や被災した場合に社
会的影響が大きい道路の要対策箇所について、落石防止ネットや落石防護柵等の対策を推進

 交通量1万台/日以上、被災すると孤立集落が発生する箇所等を対象

落石防護柵（養父市）落石防止ネット（猪名川町）

34

内 容 点 検 計画箇所数 完了時期

① 被災した場合に社会的影響が大きい箇所 H24 137箇所 前期
（R1～R5）

147箇所②
地震発生確率が高い地域における
緊急輸送道路の箇所

H29 10箇所

243箇所③ ②以外の緊急輸送道路の箇所 H29 97箇所 後期
（R6～R10）

233箇所④ 被災した場合に社会的影響が大きい箇所 H29 136箇所

計 380箇所

ひょうご道路防災推進１０箇年計画（概算事業費［法面］：137億円）



ハード対策（地震対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 公共土木施設の耐震化

○港湾施設（L2地震動対応）

 海上輸送は、緊急物資・資機材・応援要員や被災者を大量に輸送することが可能なため、陸海結
節点である港湾施設の耐震強化が重要

 兵庫県では、兵庫県地域防災計画【地震災害対策計画】に定める広域防災拠点との連携が図れ
るよう姫路港など８港湾１６バースにおいて耐震強化岸壁を整備

港湾名 地区名 施設 バース数
姫路港 須加 岸壁(-10m) １

東播磨港 二見 岸壁（-7.5m） １
尼崎西宮芦屋港 東海岸町沖 岸壁（-12m） １

鳴尾 岸壁（-10m） １

甲子園浜 岸壁（-4m） ４
西宮 岸壁（-5.5m） ２

芦屋 護岸 １
赤穂港 本港 岸壁（-5.5m） １
家島港 家島 物揚場（-3.5m） １

津居山港 津居山 物揚場（-4m） １
津名港 生穂 岸壁（-7.5m） １
福良港 福良 物揚場（-3.5m） １

耐震強化岸壁の一覧（県管理港湾） 姫路港須加地区岸壁（-10m）
１バース（延長１７０ｍ）

35



ハード対策（地震対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 公共土木施設の耐震化

○下水道施設

管渠施設 上流から下流へ流せる状態を確保する

処
理
場
・

ポ
ン
プ
場

中継ポンプ場 送水機能を確保する

水処理施設 必要処理水量を沈澱・消毒処理できる施設を確保する

汚泥処理施設 必要処理汚泥量を脱水処理までできる施設を確保する

流域下水道施設における耐震対応目標(L2地震動対応)

進捗状況(令和３年度末)

管渠(猪名川流域下水道 原田処理場)
管渠継手耐震補強

処理場(加古川上流浄化センター)
管理棟耐震ブレース補強

箇所 全体 対策済 割合

管渠施設 205.8km 205.8km 100%

処理場・ポンプ場 88箇所 88箇所 100%

処理場(武庫川下流浄化センター)
汚水吐出槽壁増厚補強

36



ハード対策（地震対策） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 建築物の耐震化

○住宅、多数利用建築物

住宅の耐震化率の進捗状況

 

 

目標(中間値) 

＋4.7pt 

＋3.0pt 

＋4.5pt 

(90.2％)
目標（想定値

）

90.1％

多数利用建築物の耐震化率の進捗状況

 

 

＋4.6pt 

＋8.8pt 

＋7.4pt 

(91.8％)
目標（想定値）

91.2％

 「兵庫県耐震改修促進計画」に基づき、耐震改修の促進のための施策を総合的に推進

 住宅、多数利用建築物とも、令和７年度の目標達成に向け、おおむね順調に進捗

（１）住宅の耐震化の推進

⚫ 簡易耐震診断推進事業

⚫ ひょうご住まいの耐震化促進事業

（２）多数利用建築物の耐震化の推進

⚫ 大規模多数利用建築物等耐震化助成事業

⚫ 中規模多数利用建築物等耐震化助成事業

⚫ 緊急輸送道路沿道建築物耐震化助成事業

37



ソフト対策（ハザード情報） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ CGハザードマップ

 全５種類のハザードマップ（洪水、土砂災害、津波、高潮、ため池災害）をインターネット上で公開

 特徴

【平常時】駅や公共施設等の主要地点において、災害危険度のイメージ

を３次元動画等で確認

【災害時】土砂災害の危険度や河川や港湾のライブカメラ画像を確認

３次元動画（加古川ＢＰ付近）

フォトモンタージュ
（加古川駅付近）
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ソフト対策（行政計画） 兵庫県
Hyogo prefecture

現 状 対策後 削減率

浸 水 面 積 6,141ha → 2,142ha ▲65.1％pt

死 者 数 約2.9万人 → 約400人 ▲98.6％pt

全 壊 棟 数 約3.7万棟 → 約1.2万棟 ▲67.6％pt

避 難 所 生 活 者 数 約16.9万人 → 約10.6万人 ▲37.3％pt

直 接 被 害 額 約5.5兆円 → 約3.2兆円 ▲41.8％pt

尼崎閘門（尼ロック）

これらが達成できれば、被害は大幅減へ

▸ 防潮堤の整備 ： 門扉閉鎖、越流時の破堤なし
▸ 避難の迅速化 ： 70％ → 100％
▸ 住宅の耐震化 ： 85.4％ → 97％
▸ 家具類転倒防止 ： 31.2％ → 100％
▸ 初期消火率 ： 0％ → 23.8～68.4％

◆ 南海トラフ地震・津波対策アクションプログラムの策定

 策定時期：平成27年6月

 策定主体：県・市町・県民

 期間：H26-R5（10年間） ※毎年度進捗状況を公表
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ソフト対策（行政計画） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 兵庫県応急対応行動シナリオ

 策定時期：平成28年2月策定

 南海トラフ地震発生時の初動対応を、平日昼間・休日夜間各9フェーズのタイムライン形式で整理

 兵庫県の全組織が概ね1週間にとるべき対応を掲載
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ ひょうご防災ネット

 兵庫県および兵庫県内の市・町から「避難に関する情報」などの緊急情報や、地震、津波、気象警
報などの防災に関する様々な情報を利用者の方々に提供するサービス
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ マイ避難カード

 自然災害が激甚化・多発化する中、「自分のいのちは自分で守る」ことを原則に、逃げ遅れによる
犠牲にならないよう、住民自身による主体的な避難が重要

 「いつ」「どこに」「どのように」避難するかをあらかじめ自分で確認・点検し、自宅内の普段から目
につく場所に掲出しておく等、いざという時の避難行動に役立てるためのカード

ワークショップを活用した作成手順
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 推進計画・市町津波避難計画策定手引き

 南海トラフ地震対策に係る推進計画を兵庫県地域防災計画（地震災害編）に所収

 市町には津波避難計画を策定するための手引を提供（対象全市町で津波避難計画策定済み）

市町津波避難計画策定の手引南海トラフ地震防災対策推進計画
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 避難訓練

 世界津波の日（11/5）関連事業として、毎年度津波一斉避難訓練を実施

 南海トラフ地震想定浸水域15市町に加え、日本海沿岸地域地震３市町の計18市町が参画

訓練情報の発信

認定こども園等での避難訓練
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 避難訓練

南あわじ市総合防災訓練

 令和４年度は11月20日に実施

 南海トラフ巨大地震（マグニチュード9.1）が発生し、
市内で最大震度７の揺れを観測、大津波警報が発表
されたことを想定

県・市町防災訓練

 令和４年度は９月４日に実施

 メイン会場は多可町（県・播磨広域合同防災訓練）

 山崎断層を震源とする地震と土砂崩れによる大規模
な災害の発生したことを想定

※写真は多可町以外での訓練も含む
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ソフト対策（避難支援） 兵庫県
Hyogo prefecture

◆ 南あわじ市の防災対策

46

避難路等の整備

ソーラーLED
ポイントライト

埋込型案内板

夜 間

防災教育

• 防災ジュニアリーダー育成合宿（2泊3日）

• 被災地でのボランティア活動

• 県立舞子高校との防災教育協定

• 教育長自らが行う防災出前授業

• 市内中学校カウンターパート支援協定

⚫ 防災ジュニアリーダー養成（平成29年～）

⇒中学生を地域防災の担い手として育てる取組み

福良地区の取組み

⚫ 自治会（自主防災組織）主催の夜間・早朝避
難訓練（平成24年～）

⚫ 観光客の避難誘導訓練（平成26年）

⚫ 地域独自に一時避難場所を設定

⚫ 観光名所と避難路・避難場所が記された
“福良まち歩きマップ”の作成・配布

⚫ 行政と共催で「福良うずまるフェスタ」・

「津波防災フォーラム」の開催 等々

津波避難路の整備 津波避難路のカラー塗装整備

太陽光避難灯整備

太陽光発電式
避難灯

ソーラーLED
ポイントライト

屋外拡声スピーカ 屋内告知端末

J-ALERTシステムを活用した緊急放送早朝避難訓練

自走式水洗トイレカーの導入


